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支え合って生きる社会に
青森・島田　浩一朗
　テレビのニュースを見ていると、いろいろな犯罪や非行があって、何も起こらない日はないほどです。ネットでのいじめが原因で、命を落としてしまった子どもの悲しい報道や、お金をぬすんでつかまった人の話まで、たくさん耳に入ってきます。なぜそうなってしまったのか、ぼくには理解できないことばかりです。
　そんなある時、ぼくにとって聞いたこともない出来事が起きました。

　祖母が秋の夕暮れ時、いつものようにりんご畑に行って作業をしていると、見たことのあるおじいさんが畑に来て、りんごをたくさんもぎ始め、祖母がいることには気付かず帰っていったそうです。祖母は、相手がお年寄りであったこともあり、（かわいそうに。りんごが欲しかったんだな。これは許せるどろ棒だ。）と思ったそうです。
　次の日祖母は、りんごをぬすんだおじいさんの家に、たくさんのりんごを届けたそうです。その人は、何もなかったかのようにお礼を言ってりんごを受け取り、それ以来はりんごどろ棒をしに来ることはなくなったそうです。

　ぼくは、この出来事にしょうげきを受けました。普通だったら警察に通報してつかまえてもらうところなのに、全く逆の優しさで返す行動をとった祖母に、家族みんなで驚かされました。きっとりんごをとった人も、どんなに驚いたことでしょう。罪を犯していながら優しさで返されて、どんな思いになったのだろうとふと思いました。祖母からもらったりんごを見つめながら、人の温かさに触れて、（もう二度とこんなことはしない。）と反省したと思います。

　世の中には、いろいろな人がいます。犯罪を犯してしまった人、心の弱さから非行にはしってしまった人、気持ちが落ちこんで、何もやる気が出ない人などなど、その程度はさまざまですが、人には色々な弱さがあると思います。
　でも、その弱さをもった人が、例えば祖母のような温かい心に触れたらどうなるでしょう。たちまち心が元気になり、前向きな気持ちに変わるということもあるのだと思います。

　ぼくは普段生活をしていて、「がんばれ。」の言葉が大好きです。「がんばれ。」と言われると、気持ちが沈んでいても勇気が出てくるからです。この言葉は、落ち込んだ気持ちを立ち直らせる魔法の言葉だと感じています。

　祖母のとった、罪に対して優しさで返す逆の方法や、落ち込んだ時の温かい言葉から、人は温かい言葉や思いやりを受けると、気持ちや行いまでが前向きに変わり、弱い心を立ち直らせる力があることを学びました。
　世の中に暖かい言葉や行動があふれたら、犯罪や非行も少なくなっていくのではないでしょうか。温かい言葉をかわし合い、人と人とが支え合って安心して生活していける社会を、みんなでつくっていきたいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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